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れ
、
起
源
な
い
し
出
現
の
背
景

・
生
成
過
程
な
ど
設
生
論

・
段
階
論
的
な
硯

貼

・
分
析
が
看
過
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
本
渡
表
で
は
都
督
制
度
の
起
源
と
生
成
過
程
の
追
求
に
考
察
の
焦
貼

を
合
わ
せ
て
如
上
の
問
題
駄
に
迫
り
、
で
き
れ
ば
六
朝
時
代
に
お
け
る
政
治
権

力
と
軍
事
制
度
の
関
係
、
地
方
統
治
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
い
と
思

友ソ。

唐
の
太
上
皇
に
つ
い
て

岡

野

誠

中
園
社
舎
の
歴
史
的
特
質
を
理
解
す
る
う
え
で
、
白
書帝
制
の
解
明
が
、
最
重

要
課
題
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

皇
帝
権
は
、
た
て
ま
え
と
し
て
、

至
高
無
上
の
も
の
と
稽
さ
れ
る
が
、
現
質

的
に
は
、

貴
族
(
官
僚
)
・
外
戚
・

宣
官
等
の
諸
勢
力
に
よ
っ
て
、
し
ば
し
ば

製
肘
侵
害
さ
れ
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

た
だ
、
た
て
ま
え
と
現
寅
と
い
う
二
元
論
を
適
用
す
る
前
に
、
皇
帝
権
そ
の

も
の
の
在
り
方
を
、
よ
り
具
盤
的
に
考
え
て
み
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の

一
方
法
と
し
て
、
木
報
告
で
は
、
唐
代
の
太
上
皇
の
在
り
方
に
焦
黙
を
あ
て
、

太
上
皇
と
皇
-
帝
と
い
う
問
題
に
限
定
し
て
、

若
干
の
私
見
を
述
べ
た
い
と
思

う
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
前
史
と
し
て
、

秦
模
以
来
の
太
上
皇
に
つ
い
て
も
簡
単

に
ふ
れ
る
。

唐
代
で
は
、
高
租

・
容
宗

・
玄
宗
・
順
宗
の
四
人
が
太
上
皇
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
四
例
の
う
ち
、
報
告
者
が
最
も
興
味
を
抱
く
の
は
、
玄
宗
の
事
例
で

あ
る
。
周
知
の
ご
と
く
、
粛
宗
の
鐙
武
に
お
け
る
即
位
は
、
安
瞭
山
の
乱
の
た
め
、

玄
宗
が
萄
へ
逃
避
す
る
時
期
と
重
な
っ

て
い
る
。
玄
宗
か
ら
皇
太
子

(
の
ち
の

粛
宗
)
へ

の
惇
位
の
事
賞
、
即
位
に
関
す
る
詔

・
照
文
資
料
に
は
い
く
つ
か
の

矛
盾
が
あ
る
。

こ
れ
ら
を
解
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
粛
宗
即
位
後
の
政
治
的

事
件
(
例
え
ば
氷
王
務
の
飢
)
も
よ
り

一
一
暦
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

カ
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検
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漢
代
の
地
方
的
箔
役
た
る
一
史
卒
制
度
に
つ
い
て
は
、
そ
の
就
役
様
式
・
就
役

期
間
・
就
役
義
務
年
限

・
更
賦
と
の
関
係
な
ど
、
多
く
の
論
貼
に
つ
い
て
様
ざ

ま
な
理
解
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
如
淳
設
の
批
判
門
的
検
討

を
通
じ
て
限
度
設
を
支
持
し
た
演
口
重
園
氏
の
所
設
が
庚
く
受
け
入
れ
ら
れ
て

お
り
、
今
日
の
遁
設
を
な
し
て
い
る
。
限
度
l

潰
ロ
設
に
よ
れ
ば
、
漢
代
更
卒

制
度
は
、
兵
役
就
役
者
以
外
の
成
年
男
子
(
一
一
一二
歳
J
五
六
歳
)
が
負
鎗
す
る

一
年
一
箇
月
宛
の
地
方
的
待
役
で
あ
り
、
こ
れ
に
自
ら
就
役
す
る
場
合
を
践

更
、
菟
役
銭
三
百
銭
を
納
入
し
て
菟
番
す
る
の
を
過
更
と
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。践
更

・
過
更
を
含
む
就
役
様
式
に
つ
い
て
の
限
度
l

漬
口
設
は
、
単
純
明
快

で
あ
る
た
め
正
鵠
を
射
て
い
る
か
の
ご
と
く
で
あ
る
。
し
か
し
問
題
は
、
い
ま



少
し
複
雑
で
あ
る
。
限
度
l

潰
ロ
設
は
、
『
論
衡
』
射
短
篇
・
漢
律
扶
文
な
ど

に
見
え
る
「
居
更
」
を
無
視
し
て
立
論
し
た
も
の
で
あ
り
、
事
寅
を
皐
純
化
し

す
ぎ
て
い
る
の
で
あ
る
。
更
卒
の
就
役
様
式
に
つ
い
て
は
、
践
更
・
過
更
・
居

更
お
よ
び
そ
の
根
幹
に
あ
る
更
を
含
め
た
全
鐙
的
理
解
が
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
本
報
告
は
、
更
卒
制
度
の
中
核
を
な
す
就
役
様
式
に
つ
い
て
再
検
討
を
加

え
、
更
卒
制
度
全
鐙
の
見
直
し
作
業
の
手
掛
か
り
を
得
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る。

『
キ
タ

l
ブ
・
バ
フ
リ
エ
』

ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
九
二
七
年
本
系
寓
本
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一
六
世
紀
初
頭
に
オ
ス
マ
ン
朝
の
海
軍
指
揮
官
の
一
人
ピ
l
リ
l

・
ラ
イ
l

ス
に
よ
っ
て
成
立
し
た
地
中
海
航
海
案
内
書
『
キ
タ
l
プ
・
パ
フ
リ
エ
』
の
篤

本
に
は
二
種
の
系
統
が
あ
る
。
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
九
二
七
ハ
西
暦
一
五
一
一
一
)
年
成

立
と
さ
れ
る
原
本
に
基
づ
く
寓
本
と
、
同
じ
く
九
一
一
一
一
一
(
一
五
一
一
六
〉
年
完
成

の
原
本
に
基
づ
く
篤
本
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
二
三
寓
本
、
九
篤
本
が
知
ら
れ

る
。
報
告
者
は
先
に
九
三
二
年
本
系
の
ス
レ
イ
マ
ニ
イ
ェ
圃
書
館
所
蔵
ア
ヤ
ソ

フ
ィ
ア
二
六
一
一
一
番
寓
本
本
文
の
分
析
を
試
み
た
が
、
こ
れ
以
外
の
九
三
二
年

本
系
諸
寓
本
及
び
九
二
七
年
本
系
諸
骨
岡
本
の
検
討
は
、
同
よ
己
一
穴
与
-
0
・
ω〈三

ω
o
z
n
o
r
ら
の
研
究
は
あ
る
も
の
の
十
分
に
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

今
般
九
二
七
年
本
系
寓
本
八
貼
の
篤
し
を
入
手
で
き
た
。
こ
れ
ら
の
篤
本
の

形
態
は
け
っ
し
て
一
様
で
は
な
く
、
し
ば
し
ば
章
の
配
列
ハ
叙
述
の
流
れ
)
の

飢
れ
、
脱
落
な
ど
が
起
こ
っ
て
お
り
、
ま
た
全
僅
の
三
分
の
一
程
度
が
九
三
二

年
本
系
の
内
容
で
あ
る
篤
本
も
存
在
す
る
。
知
ら
れ
て
い
る
最
古
の
篤
本
で
あ

る
東
ド
イ
ツ
園
立
圃
書
館
所
蔵
開
『
三
八
九
番
篤
本
は
不
完
全
で
あ
り
、
や
や

時
代
は
下
る
も
の
の
ト
プ
カ
プ
宮
殿
博
物
館
所
蔵
バ
グ
ダ
ー
ド
一
二
三
七
番
篤
本

が
よ
り
本
来
の
姿
に
近
い
。

こ
の
バ
グ
ダ
ー
ド
三
三
七
番
篤
木
を
中
心
に
し
つ
つ
九
二
七
年
本
系
篤
本
の

構
成
、
内
容
を
検
討
す
る
と
、
叙
述
の
流
れ
は
概
ね
ア
ヤ
ソ
フ
ィ
ア
一
一
六
一
二

番
篤
本
と
同
様
で
あ
り
な
が
ら
、
西
地
中
海
北
岸
匿
域
で
は
ア
ヤ
ソ
フ
ィ
ア
一
一

六
一
一
一
番
篤
本
と
異
な
り
叙
述
の
逆
行
現
象
が
起
こ
っ
て
い
な
い
こ
と
、
ま

た
オ
ス
マ
ン
朝
領
外
の
港
や
停
泊
地
の
設
明
で
オ
ス
マ
ン
朝
艦
隊
の
波
遣
を

一
意
識
し
た
表
現
が
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
、
い
く
つ
か
の
注
目
す
べ
き
事
柄
が
知

ら
れ
る
。
検
討
封
象
の
篤
本
は
僅
か
に
八
寓
本
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
相
互
の

比
較
検
討
及
び
ア
ヤ
ソ
フ
ィ
ア
一
一
六
一
二
番
駕
本
と
の
比
較
に
よ
っ
て
得
ら
れ

た
知
見
は
、
『
キ
タ
l
プ
・
パ
フ
リ
エ
』
の
全
僅
像
解
明
の
手
掛
か
り
と
な
ろ

た
円
ノ
。
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「
黄
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『
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